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新
た
な
取
引
先
を
求
め
て

　
　
　
登
米
・
栗
原
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
　
登
米

in

　
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
く
中
、

企
業
の
新
規
取
引
先
の
開
拓
や
企

業
の
P
R
の
た
め
、
受
発
注
企
業

が
一
堂
に
会
し
商
談
を
行
う
「
登

米
・
栗
原
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

i
n
登
米
」
が
２
月
２
日
、
登
米

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
企
業
支
援

の
一
環
と
し
て
市
と
市
産
業
振
興

会
が
協
力
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、

今
年
で
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
栗
原
市
と
共
同
で
開
催

さ
れ
、
首
都
圏
か
ら
の
３
社
を
含

め
、
発
注
企
業
　
社
、
両
市
か
ら

２９

受
注
企
業
　
社
が
参
加
す
る
な
ど
、

８１

会
場
は
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
布
施

市
長
が
「
登
米
・
栗
原
両
市
の
生

産
力
向
上
の
た
め
に
も
、
こ
の
事

業
を
き
か
っ
け
と
し
て
、
生
産
・

販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
新

登米・栗原両市から発注・受注会社110社が参加 展示ブースで商談や情報交換を行う参加企業

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
を
見
つ
け
る
な
ど
、

受
注
拡
大
へ
向
け
た
取
り

組
み
が
進
む
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
受
注
企
業

が
発
注
企
業
の
商
談
ブ
ー

ス
を
回
っ
て
個
別
商
談
を

行
う
な
ど
、
自
社
商
品
や

企
業
の
技
術
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
終
了
後
は
交
流

会
も
開
催
さ
れ
、
参
加
企

業
間
で
、
情
報
交
換
や
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

商談ブースで各受注企業が自社の商品や会社をPR

マンガ文化を
楽しく体験

石ノ森章太郎記念館
石ノ森章太郎メモリアルデー

　
郷
土
を
代
表
す
る
漫
画
家
、
石

ノ
森
章
太
郎
さ
ん
の
マ
ン
ガ
文
化

に
対
す
る
偉
業
を
継
承
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
し
た
「
石
ノ
森
章

太
郎
メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
」
が
１
月

　
日
、
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と

３０記
念
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
章
太
郎
さ
ん
の
誕
生

日
（
1
月
　
日
）
お
よ
び
逝
去
日

２５

（
1
月
　
日
）が
共
に
1
月
で
あ
る

２８

こ
と
か
ら
、
1
月
下
旬
の
日
曜
日

に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
マ
ン
ガ
教
室
や
親
子

た
こ
作
り
教
室
、
も
ち
つ
き
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
特
別
企
画
と
し
て
、
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
１
号
の
本
郷
 猛
 役
を

た
け
し

務
め
た
俳
優
の
藤
岡
 弘
 、
さ
ん
と

ひ
ろ
し

漫
画
家
の
村
枝
 賢
  一
 さ
ん
（
代
表

け
ん
 い
ち

作
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
S
P
I
R
I

T
S
」
、「
俺
た
ち
の
フ
ィ
ー
ル

ド
」
な
ど
）
を
招
い
て
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
大
勢
の
観
客
が
つ
め
か
け
、

藤
岡
さ
ん
の
夢
に
対
す
る
熱
い
思

い
や
、
村
枝
さ
ん
の
軽
妙
な
ト
ー

ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「演じる」「描く」の立場から仮面ライダーを語る

マンガの魅力や想像力に触れる「マンガ教室」
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文化活動や
教育の一助に

公益のための功績が認められ
「紺綬褒章」を受賞

　
公
益
の
た
め
に
私
財
を
寄
付
し

た
個
人
や
団
体
に
国
か
ら
授
与
さ

れ
る
紺
綬
褒
章
が
、
美
術
館
を
建

設
・
寄
付
さ
れ
た
高
倉
か
つ
 子
 さ
こ

ん
と
、
若
者
の
育
成
へ
と
５
０
０

万
円
を
寄
付
し
た
上
杉
 恭
  弘
 さ
ん

や
す
 ひ
ろ

２
人
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
倉
さ
ん
は
、
本
市
出
身
で
、

仙
台
市
在
住
。
平
成
　
年
　
月
に

２１

１０

「
文
化
活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
、
登
米
町
寺
池
地
内
に
美
術
館

を
建
設
・
寄
付
し
、
市
の
芸
術
文

化
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
伝
達
式
は
２
月
６
日
に
行
わ
れ
、

市
長
か
ら
、
紺
色
の
記
章
と
木
杯

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
迫
町
で
皮
膚
科
医
院
開

業
の
上
杉
さ
ん
は
「
若
者
の
就
学

の
援
助
の
た
め
に
」
と
、
平
成
　１７

年
か
ら
毎
年
５
０
０
万
円
を
寄
付

し
、
勉
学
に
励
む
若
者
へ
の
就
学

支
援
 や
教
育
文
化
の
振
興
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
寄
付
金
を
原
資
に
「
上

杉
奨
学
金
」
を
創
設
し
、
次
世
代

を
担
う
若
者
の
育
成
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

市に寄贈された「髙倉勝子美術館」

内閣府から紺綬褒章が授与された高倉かつ子さん

企
業
と
組
合
が
協
力
し
森
を
作
る

　
　
里
山
コ
モ
ン
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
森
づ
く
り

　
森
林
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
み

た
い
企
業
な
ど
と
、
森
林
所
有
者

と
を
県
が
仲
介
し
、
里
山
林
の
整

備
を
行
う
「
み
や
ぎ
里
山
コ
モ
ン

ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
森
づ

く
り
」（
コ
モ
ン
ズ
＝
共
有
の
資

源
）
協
定
締
結
式
が
１
月
　
日
、

２０

市
役
所
迫
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
協
定
を
結
ん
だ
の
は
（
株
）
登

米
村
田
製
作
所
（
迫
）
と
米
川
生

産
森
林
組
合
（
東
和
）
で
、
平
成

　
年
３
月
ま
で
の
5
年
間
に
わ
た

２８り
組
合
の
所
有
す
る
里
山
林
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
活
動
場
所
と
な
る
里
山

林
は
、
東
和
町
米
川
字
西

綱
木
地
内
の
森
林
３
５
・

６
５
㌶
。
パ
ー
ト
ナ
ー
協

定
は
県
内
　
件
目
で
、
県

１１

内
最
大
の
活
動
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
登
米
村
田
製
作
所
で
は

里
山
林
を
「
ム
ラ
タ
の
森
」

と
命
名
し
、
５
月
中
旬
か

ら
社
員
や
そ
の
家
族
が
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
林
、
下

刈
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整

備
や
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
な

ど
の
生
育
環
境
の
整
備
に

今後村田製作所によって整備される西綱木の里山林

取
り
組
む
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
協
定
締
結
式
で
は
、
宮
城
県
環

境
生
活
部
自
然
保
護
課
の
職
員
か

ら
事
業
に
つ
い
て
の
概
要
が
説
明

さ
れ
た
後
、（
株
）
登
米
村
田
製
作

所
の
佐
藤
工
場
長
と
米
川
生
産
森

林
組
合
の
及
川
組
合
長
が
協
定
締

結
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　
締
結
後
、
佐
藤
工
場
長
は
「
こ

れ
は
、
社
員
提
案
か
ら
実
現
さ
れ

た
も
の
。
知
識
や
技
術
を
支
援
し

相互の協力を誓った佐藤工場長（左）と及川組合長（右）

て
も
ら
い
な
が
ら
、
次
世
代
に
継

続
で
き
る
よ
う
社
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
た
い
」
と
述
べ
、
及

川
組
合
長
は
「
共
に
山
作
り
を
で

き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

社
員
い
こ
い
の
場
と
し
て
活
用
し

て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
の
組
合
の

協
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
」
と
、
今

後
の
協
力
を
相
互
に
誓
い
合
い
ま

し
た
。


